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11月25日　松阪農業公園ベルファームで「第69回松阪

肉牛共進会」が開催され、中村一昭さん（野原）が肥育した、

「さとり」号が見事、優秀賞一席に輝きました。



まちの話題

 笠木渓谷でもみじ茶会

　11月4日　学び舎こども教室主催の「もみじ茶
会」が、笠木渓谷のもみじ茶屋で開催されました。
　この日は、色づき始めた紅葉の中、「伝統文化
親子教室」で茶道を学ぶ子どもたちが、日頃の稽
古の成果を披露し、訪れた皆さんに抹茶と和菓子
でもてなしました。

 厚生労働大臣表賞を受賞

　永きにわたり食生活改善事業にご尽力された功
績をたたえ、植村昭子さん（滝原）が厚生労働大臣
表彰を受賞されました。
　11月5日には、谷口町長に受賞の報告をされま
した。
　おめでとうございました。

谷口町長と植村昭子さん

鈴木知事と谷口町長の１対１対談

　11月8日　ふるさと館で、「鈴木知事と谷口町長の1対1対談」が行われました。
　会場には、地元七保小学校の児童らが知事をお迎えし、花束を贈呈しました。また対談
を聞こうと、多くの町民の方々が訪れました。
　対談では、「少子化対策の推進ついて」、
「産業振興の推進について」、「防災・減
災対策の推進について」をテーマに意見
を交わし、訪れた皆さんは県や町の取り
組みについて熱心に話を聞いていました。

七保小学校の児童との記念撮影 鈴木知事と谷口町長の対談の様子
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まちの話題

 大紀町文化祭　作品展

　11月10、11日の両日　コンベンションホールで、
大紀町文化協会主催の大紀町文化祭作品展が開催
されました。
　会場には、文化協会の団体や個人の絵画や短歌、
写真をはじめ手芸品、アレンジフラワーなど222
点の作品が展示され、来場者は様々な作品を鑑賞
して楽しんでいました。

 大紀町ジョギング大会

　11月18日　大宮中学校周辺で、大紀町ジョギン
グ大会が開催されました。
　大会は、健康づくり、親子のふれあい、来年2
月17日に開催される美し国三重市町対抗駅伝の選
考も兼ねて行われました。
　この日、小学生から一般の部までの107人の方々
が参加し、1km～約5kmの5つのコースに分かれて
タイムを競いました。

 秋の収穫祭in旬彩2018

　11月18日　阿曽湯の里「四季の店　旬彩」で、毎
年恒例の秋の収穫祭が行われました。
　この日は、新米ごはんや旬彩汁などの試食コー
ナー、各種バザーがあり、訪れた人たちは思い思
いに買い物や試食を楽しみました。

第３子誕生祝う

　11月15日、19日　役場本庁で、子育て支援制度による「エンゼル手当」が支給されました。
　15日には、水口こずえさん（阿曽）、19日には、藤原朱里さん（崎）に、第3子誕生のエン
ゼル手当30万円がそれぞれ町より手渡されました。
　おめでとうございました。

服部副町長と水口こずえさん 服部副町長と藤原朱里さん
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まちの話題

 厚生労働大臣表彰を受賞

　永年にわたり民生委員児童委員として、地域福
祉の推進にご尽力された功績をたたえ、故大西洋
治さん（阿曽）が厚生労働大臣表彰を受賞されまし
た。
　11月21日には、大西さん宅で谷口町長より妻の
ひとみさんに表彰状が伝達されました。

　11月21日　大紀町社会福祉協議会主催による第
4回大紀町長杯グラウンドゴルフ大会が旧錦中学
校グラウンドで開催され、老人クラブから171名

（31チーム）が参加し、熱戦が繰り広げられました。
　また、大会には瀬古食品有限会社より、多額の賞
品がご用意され、大会に華を添えていただきました。

【大会成績】
　団体戦　優勝　滝原・寿会Aチーム
　個人戦　優勝　森本軍治さん（滝原・寿会Aチーム）

 大紀町長杯グラウンドゴルフ大会

 七保肉牛共進会

　11月20日　第14回大紀町七保肉牛共進会が、JA
伊勢肉牛出荷場（野原地区）で開催されました。
　今年は、12戸の畜産農家から52頭の肉牛が出品
され、県畜産研究所の職員が毛並みや肉付きを審
査しました。審査の結果、中村美彦さん（野添）が
肥育した「ゆきみ3」号が優等賞一席に選ばれま
した。

 松阪肉牛共進会

　11月25日　第69回松阪肉牛共進会が松阪農業公
園ベルファームで開催されました。
　この日、松阪牛生産地域の8市町から予選を通
過した50頭が出品され、大紀町からは19頭が出場
しました。
　体形や毛並みなどの審査の結果、中村一昭さん
（野原）肥育の「さとり」号が優秀賞一席に選ばれま
した。
　また、三席には辻原浩哉さん（金輪）、四席には
岡田一彦さん（野原）、五席には北村幸成さん（打見）が選ばれ、上位五席のうち四席を大紀町
の七保牛肥育農家が占めました。
　受賞おめでとうございます。

谷口町長と中村美彦さんと「ゆきみ3」号

谷口町長と中村さん夫婦と「さとり」号
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今
朝
は
11
月
12
日
（
月
）
５
時

半
に
起
床
、
三
重
県
町
村
会
の
県

外
視
察
に
参
加
す
る
。

　

今
年
は
香
川
県
高
松
市
で
社
会

福
祉
法
人
ナ
ザ
レ
の
村
で
「
農
業

と
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て
」
を
現

地
調
査
と
学
習
。
施
設
内
で
施
設

長
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
為た

め

驚
お
ど
ろ

く
。
現
場
の
方
も
施
設
長
も
的
確

な
指
導
を
受
け
る
。
小
林
眞
一
直な

お

島し
ま

町
長
（
67
）
も
懇こ

ん
し
ん
か
い

親
会
に
参
加

し
て
く
れ
る
。
今
年
の
５
月
に
町

長
に
な
ら
れ
た
方
で
あ
る
。（
多

分
、
苦
労
人
で
あ
ろ
う
）

（
高
松
市
の
ホ
テ
ル
に
て
）

　

２
日
目
は
瀬
戸
内
海
の
う
ち
香

川
県
分
の
20
数
島
あ
る
中
で
、
唯

一
の
ア
ー
ト
を
主
に
し
て
観
光
客

を
受
け
入
れ
る
政
策
を
実
施
し
て

い
る
直
島
町
を
一
度
見け

ん

聞ぶ
ん

し
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
願
い
が
叶
っ

た
訳
で
あ
る
が
、
実
は
平
成
25
年

当
時
に
全
国
町
村
会
議
長
会
の
会

長
だ
っ
た
蓬よ

も
ぎ

清
二
氏
（
77
歳
）（
現

在
も
直
島
町
の
議
長
）
と
は
お
互

い
に
協
力
す
る
事
で
「
道
州
制
問

題
」
等
、
全
国
町
村
会
の
執
行
部

と
議
会
が
団
結
し
た
も
の
で
あ

る
。
彼
は
常
識
人
で
有
り
、
「
驕お

ご

ら
ず
、
臆お

く

せ
ず
立
派
な
男
」
で
あ

る
。
彼
と
は
生
涯
忘
れ
ぬ
思
い
出

が
あ
る
。
４
年
前
の
平
成
26
年
６

月
17
日
は
春
と
は
言
え
暑
い
日
で

あ
っ
た
。
昭
和
天
皇
の
弟
で
あ
る

三
笠
宮
（
百
歳
）
の
次
男
で
あ
る

桂
宮
の
葬そ

う

儀ぎ

に
藤
原
全
国
町
村
会

前
会
長
の
代
理
と
し
て
参さ

ん

拝ぱ
い

す

る
。
場
所
は
忘
れ
た
が
都
内
に
あ

る
皇
族
の
「
お
宮
さ
ん
」
で
あ
る
。

本ほ
ん

殿で
ん

か
ら
緩ゆ

る

や
か
な
下
り
坂
に
な

り
、
本
殿
は
緩
や
か
と
は
言
え
３

メ
ー
ト
ル
程
高
い
為
、
椅
子
の
前

部
に
体
重
を
一
時
間
程
な
ら
兎と

も

角か
く

、
午
後
一
時
か
ら
四
時
半
迄

だ
っ
た
。
皇
族
の
方
々
を
見
送
り
、

お
偉え

ら

方が
た

も
見
送
り
さ
せ
て
頂
き
、 

皇
族
の
一
人
で
あ
る
福
岡
県
の
麻

生
太
郎
先
生
（
現
副
総
理
）
と
近

く
な
の
で
目
線
が
会
い
両
手
で
合が

っ

掌
し
ょ
う

す
る
と
先
生
は
ビ
ッ
ク
リ
目
線

で
返
す
。
皇
太
子
の
長
女
愛
子
様

に
は
気き

品ひ
ん

と
花
言
葉
を
引
用
す
れ

ば
カ
ト
レ
ア
の
花
「
優
美
な
貴
婦

人
」
の
様
だ
っ
た
。「
オ
ー
ラ
が

あ
る
ネ
」
と
周
辺
に
い
る
貴
婦
人

達
？
は
言
っ
て
い
た
。
暑
い
日
の

三
時
間
半
は
き
つ
か
っ
た
が
皇
族

の
葬
儀
に
参
ら
せ
て
頂
き
、
良
き

体
験
を
す
る
。
神
殿
に
向
か
っ
て

右
側
の
前
席
は
（
親
族
の
方
々
、

国
の
代
表
者
） 

左
側
は
（
各
国
の

大
使
級
、
領
事
官
級
）
の
人
達
だ

と
周
辺
の
人
は
言
っ
て
い
た
。

　

タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、
蓬
さ
ん
と

二
人
で
顔
を
見
合
わ
せ
、「
長
か
っ

た
の
う
！
」
蓬
さ
ん
も
「
長
過
ぎ

て
疲
れ
ま
し
た
！
」
二
人
で
新
幹

線
に
乗
り
「
谷
口
さ
ん
！
暇
な
時

に
是
非
直
島
に
来
て
下
さ
い
」「
町

村
会
の
県
外
行
政
視
察
の
折
に
来

年
度
中
に
は
お
邪
魔
す
る
」
と
約

束
す
る
。
私
は
名
古
屋
で
降
り
、

彼
は
香
川
県
の
高
松
市
ま
で
行

き
、
連
絡
船
で
直
島
町
（
離
島
）

の
自
宅
に
向
か
う
。
あ
れ
か
ら
４

年
半
の
歳
月
が
過
ぎ
る
。
約
束
は

忘
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
が
、
公こ

う

務む

多た

忙ぼ
う

故ゆ
え

に
大
事
な
友
と
の
約
束

を
遅
ま
き
な
が
ら
果
た
そ
う
に

も
、
今
回
の
旅
で
果
た
せ
な
か
っ

た
。
会
長
職
に
あ
る
者
は
「
途
中

下
車
」は
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。     

　

直
島
町
に
行
政
視
察
を
決
め
た

の
も
、
半
分
は
蓬
清
ニ
氏
に
会
い

た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
伝
言
と

土
産
を
小
林
眞
一
町
長
に
預
け
る
。

　

翌
日
、
日
帰
り
で
上
京
。
早
速

携
帯
電
話
に
蓬
さ
ん
か
ら
「
谷
口

さ
ん
有
難
う
！
岡
山
市
の
病
院
で

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
」
と
彼
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
「
元
気
に
な
っ

た
ら
逢
い
た
い
」「
元
気
に
な
っ

た
ら
、
又
会
お
う
」
再
会
は
今
年

は
無
理
だ
ろ
う
。
来
年
の
春
に
は

逢
え
る
と
思
う
。楽
し
み
で
あ
る
。 

　

今
日
は
44
年
ぶ
り
に
自
宅
の
ト

イ
レ
と
風
呂
の
改
修
の
手
伝
い
を

す
る
。
大
工
の
谷
口
堅
一
郎
君
と

水
道
屋
の
西
村
大
喜
君
も
私

わ
た
し

相あ
い

手て

で
は
や
り
辛づ

ら

い
だ
ろ
う
が
、
明
る

い
二
人
な
の
で
頑が

ん

張ば

っ
て
く
れ
て

い
る
。
私
は
半
人
前
な
の
で
何
十

年
振
り
に
息
子
二
人
と
後
片
付

け
を
や
っ
た
が
楽
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　

今
朝
例
年
通
り
、
谷
口
宏
嗣
町

議
、
出
口
真
吾
町
議
、
辻
原
雄
司

町
議
、
服
部
副
町
長
、
大
西
農
林

課
長
の
運
転
で
「
松
阪
肉
牛
共
進

会
」
出
席
。
今
年
も
50
頭
の
内
19

頭
の
七
保
牛
が
選
ば
れ
て
い
る
。  

　

昨
年
は
「
１
席
、
２
席
、
３
席
」

だ
っ
た
。
今
日
は
楽
し
み
で
あ
る
。

　

１
席
は
中
村
一
昭
君
（
野
原
区

の
友
人
の
紀
一
さ
ん
の
息
子
）

　

３
席
は
待
ち
に
待
っ
た
で
あ
ろ

う
？
（
私
も
含
め
）
金
輪
区
の
辻

原
浩
哉
さ
ん
（
仲
間
の
一
人
で
あ

る
彼
も
今
夜
は
杯
は
進
む
だ
ろ
う
）

　

４
席
は
昨
年
１
席
を
獲
得
さ
れ

甘
辛
ト
ー
ク

蝶
々
の
ひ
と
り
ご
と

第83回

た
、
黒
坂
区
の
岡
田
一
彦
さ
ん
（
律

儀
な
人
で
大
事
な
友
人
で
あ
る
）    

　

５
席
は
３
年
前
「
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
」
の
年
に
１
席
を
獲
得
さ

れ
た
打
見
区
の
北
村
幸
成
さ
ん
で

あ
る
。（
温お

ん

厚こ
う

篤と
く

実じ
つ

な
人
で
あ
る
、

尊
敬
す
る
１
人
で
あ
る
）

　

「
受
賞
さ
れ
た
４
名
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
」

　

言
葉
の
通
じ
る
人
間
で
も
、「
立

派
に
育
て
る
事
は
難な

ん

儀ぎ

な
事
で
あ

る
」
農
林
水
産
業
で
働
く
人
達
は
、

言
葉
も
通
じ
な
い
生
き
物
を
立
派

に
育
て
る
事
は
大た

い

変へ
ん

難
儀
な
事
で

あ
る
。
ま
し
て
や
、
牛
は
大
き
く

て
角つ

の

が
有
り
立
派
に
育
て
る
の
は

大
変
な
事
で
あ
る
。

　

ご
健け

ん

勝
し
ょ
う

と
「
世
界
一
の
松
阪
肉

牛
」
に
誇ほ

こ

り
を
持
っ
て
15
軒
の
七

保
和
牛
部
会
の
皆
さ
ん
！
来
年
は

「
松
阪
肉
牛
共
進
会
の
70
周
年
記

念
」
の
節ふ

し

目め

の
年
を
迎む

か

え
ま
す
。

　

私
も
明
日
か
ら
「
12
月
11
日
迄

無
休
。
働
き
虫
に
は
有あ

り
難が

た

い
事

で
あ
る
」（
私
の
好
き
な
故
事
）

「
為な

せ
ば
成
る
為な

さ
ね
ば
成な

ら
ぬ

何な
に

事ご
と

も
成な

ら
ぬ
は
人ひ

と

の
為な

さ
ぬ
な

り
け
り
」 

米
沢
藩
主 

上う
え

杉す
ぎ

鷹よ
う

山ざ
ん

平
成
30
年
11
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

 

　

自
宅
に
て

　

大
紀
町
長　

谷
口　

友
見

友
の
身
を
案
じ
た
旅

　
　
あ
っ
ぱ
れ
！
七
保
牛
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くらしの情報くらしの情報

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
三
重

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

●
出
願
期
間

・
第
１
回　

２
月
28
日
ま
で

・
第
２
回　

３
月
17
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
９-

２
３
３-

１
１
７
０

第2次伊勢志摩定住自立圏共生ビジョン（案）への意見募集

問い合わせ　伊勢市情報戦略局企画調整課　℡0596-21-5510　FAX0596-21-5522

　伊勢市と近隣市町では、相互に役割分担し、連携・協力することにより、圏域全体で必
要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促進することを目的とする定住自立圏構想
に取り組んでいます。
　この度、2019年度から2023年度の取組内容をまとめた「第2次伊勢志摩定住自立圏共生ビ
ジョン案」を作成しましたので、意見を募集します。
　ビジョン案は、意見募集の期間中、役場企画調整課でご覧いただけます。また伊勢市のホー
ムページにも掲載しています。

募集期限 平成31年1月4日（金）まで

提出資格 伊勢志摩圏域内に在住または通勤・通学している人

提出方法
所定の様式（任意でも可）に住所・氏名・電話番号・意見等を記入し、直接ま
たは郵送・FAX・Eメールで伊勢市情報戦略局企画調整課（〒516-8601 岩渕
1丁目7-29、アドレスkikaku-cyousei＠city.ise.mie.jp）までお願いします。

林業退職金共済制度の退職金請求について

問い合わせ　林業退職金共済事業本部　℡03-6731-2889

　林業の仕事に従事されたことがあり、林業退職金共済制度に加入し
ていた方、もしくは加入していたかもしれない方で、退職金請求手続
きをしたお心当たりのない方は、お気軽に最寄りの支部又は本部へお
問い合わせください。
　また林業退職金共済事業本部では、被共済者の方に確実に退職金を
受け取っていただくこと等を目的として、現況調査、アンケート調査
を実施しておりますので、調査にもご協力いただきますようお願いし
ます。
　詳しくは、ホームページ（http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/）でもご案内しております。
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保温材

ビニール
テープ

くらしの情報

　

低
温
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
夜
な
ど
は
、
特
に
凍
結

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

天
気
予
報
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

凍
結
防
止
の
し
か
た

　

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

水
道
管
や
蛇
口
に
防
寒
材
を

取
り
付
け
、
防
寒
材
が
濡
れ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
そ
の
上

か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
い
て
防
水
し
て
く
だ
さ

い
。

　

防
寒
材
は
毛
布
や
タ
オ
ル

で
可
能
で
す
が
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
等
で
購
入
で
き
る
水

道
管
用
の
保
温
材
を
使
う

と
よ
り
高
い
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

蛇
口
を
開
け
て
、
少
量
の

水
で
も
結
構
で
す
の
で
常
に

水
を
出
し
て
お
く
こ
と
で

凍
結
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き

ま
す
。

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た

ら
？

　

自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ

か
、
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ

て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

ま
ん
べ
ん
な
く
か
け
な
が

ら
、
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
損
し
た
ら

　

ま
ず
宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る
止
水

栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　

止
水
栓
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
破
損
部
に
タ
オ
ル
や

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
等
を
巻
き

つ
け
、
応
急
手
当
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
指
定
工
事
店
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
指
定
工
事
店
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
環
境
水
道
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

● 

宅
内
の
水
漏
れ
修
繕
費
用

は
使
用
者
負
担
で
す

　

メ
ー
タ
ー
か
ら
外
側
で
発

生
し
た
漏
水
等
は
町
で
修
理

い
た
し
ま
す
が
、
メ
ー
タ
ー

よ
り
宅
内
側
の
水
道
工
事
・

修
繕
は
使
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

◇ 

環
境
水
道
課
か
ら
の
お

願
い
◇

　

水
道
の
開
栓
・
閉
栓
は
、

土
・
日
、
祝
日
（
振
替
休
日

含
む
）、
年
末
年
始
（
12
月
29

日
～
１
月
３
日
）
は
取
扱
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
水
道
課

　
　

℡
８
６
―
２
２
４
５

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
12
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
、
水
道

管
の
凍
結
事
故
が
多
発
し
ま

す
。

　

水
道
管
の
凍
結
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
、
安
全
に
冬

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

ど
ん
な
と
き
凍
結
す
る
の
？

　

水
道
管
は
外
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
っ
た
と

き
や
、
マ
イ
ナ
ス
４
℃
に
達

し
な
く
て
も
風
の
強
い
と
き

は
要
注
意
で
す
。（
水
は
０
℃

以
下
で
凍
る
た
め
、
風
が
直

接
当
た
る
水
道
管
な
ど
は

い
っ
き
に
冷
え
て
凍
結
し
や

す
い
の
で
充
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。）

水
道
管
の

に

　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

熱湯
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短　

歌

燃
え
尽
る
夕
日
惜
し
み
て
今
一
度
戸
締
り
の
手
を
と
め
て
拝
み
ぬ 

米
倉　
　

悦

ほ
つ
れ
き
し
炬
燵
蒲
団
に
当
て
布
を
や
り
く
れ
し
母
の
そ
の
縫
い
目
み
る 

西
村　

昌
美

紅
く
れ
な
い

の
雨
に
濡
れ
い
る
紫あ

じ

さ

い

陽
花
は
色
を
深
め
て
庭に

わ

隅す
み

に
咲
く 

米
倉　

憬
行

卒
寿
越
し
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
通
へ
る
も
越
し
方
思
へ
ば
悔
ば
か
り
な
り 

伊
藤　

み
さ

初
ひ
こ
の
ニ
ッ
と
ほ
ほ
笑
む
片
え
く
ぼ
写
真
見
る
た
び
つ
い
ニ
ッ
と
す 

米
倉　

弘
子

陽ひ

を
追
ひ
て
洗
濯
物
を
移
り
干
す
淡
き
冬
日
の
ひ
と
日
の
過
ぐ
る 

乾　
　

恵
美

は
る
ば
る
と
漂
ひ
て
来
し
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
山
深
き
こ
こ
米
ヶ
谷
の
里 

服
部　

利
惠

亡
き
母
の
日
が
な
一
日
働
き
ゐ
し
エ
プ
ロ
ン
姿
瞼
に
浮
か
ぶ 

大
西
貴
美
子

「
あ
ん
」と
言
ふ
ド
ラ
マ
を
観
た
り
樹き

き木
希き

林り
ん

全
身
ガ
ン
に
逝
き
て
悲
し
も 

村
田　

薩
子

ま
ろ
び
ゆ
く
枯
葉
を
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
の
真
中
に
追
ひ
か
け
て
放
た
れ
し
心
と
思
ふ 

中
世
古
起
和

耐
え
ら
れ
ぬ
試
練
は
無
い
と
て
大お

お

け

が

怪
我
を
星
野
氏
の
母
は
祈
り
支
え
し 

小
林　

佳
子

組
合
の
間
伐
補
助
の
会
合
に
持
山
知
ら
ぬ
子
が
出
て
行
き
ぬ 

紙
谷　

孝
代

家
恋
し
寮
の
窓
辺
に
木
犀
香 

伊
東
か
ね
み

木
犀
の
香
に
包
ま
れ
て
庭
掃
除 

大
野　

楼
山

あ
の
花
に
こ
の
実
真
紅
の
鳥
瓜 

宮
原　

達
洲

秋
耕
の
親
父
の
鼻
歌
ジ
ャ
ズ
も
あ
り 

奥
山　
　

泉

雀
た
ち
収
穫
後あ

と

田だ

の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー 

奥
山　

笑
空

落
ち
柿
に
歯
形
ポ
ア
ロ
は
髭ひ

げ

ひ
ね
る 

奥
山　

和
子

敗は
い

戦せ
ん

記き

話
の
続
き
は
紙
芝
居 

奥
山
津
々
子

牛
テ
ー
ル
煮
込
み
に
煮
込
む
星ほ

し

月づ
き
よ夜 

亜　

矢　

子

紅こ
う
よ
う葉

の
真
ん
中
に
い
て
一
人
な
り 

瀬
古　

多
永

こ
の
ボ
ー
ル
主ぬ

し

は
私
赤
ト
ン
ボ 
卓　

球　

路

降
り
る
駅
見
え
て
く
る
筈
彼ひ

が
ん岸

花ば
な 

出
口　

美
敏

※応募の際には必ず電話番号等の連絡先を記載して下さい。
（問）企画調整課広報たいき担当　℡86-2214　Fax86-3500　メールkik@town.mie-taiki.lg.jp

秋
鯖
の
脂
漏も

ら
さ
ぬ
や
う
に
食
ふ 

東　

砂
都
市

庭
に
咲
く
高た

か
さ
ご砂

百ゆ

り合
を
仏
壇
に 

見
並　

康
子

影
三
つ
帰
路
つ
く
途
中
の
良

り
ょ
う

夜や

か
な 

宮
原　

来
実

カ
ー
ナ
ビ
の
地
図
に
な
い
道
月
の
ぼ
る 

宮
原　

浩
美

霧
深
し
休
耕
田
に
鷺
一
羽 

小
倉　

嘉
治

藤
袴
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
休
耕
田 

大
矢　

エ
ミ

古
民
家
の
大
時
計
鳴
る
夜
霧
か
な 

藤
原　
　

梢

2月号（2月15日発行予定）

掲載の締切りは1月18日（金）です。

俳　

句

新
酒
酌
む
語
る
友
あ
り
老
後
あ
り 

北　

隆　

山

鍬
置
け
ば
早
く
も
巷

ち
ま
た

秋
の
暮 

畔
地
佳
永
子

木
犀
の
香
と
一
句
茶
封
筒 

山
畑　

正
巳

秋
う
ら
ら
合
唱
流
る
ケ
ヤ
ハ
ウ
ス 

宮
原　

千
枝

虫
干
し
や
亡は

は母
に
聞
き
た
き
事
多
し 

浮
田　

美
代

ボ
ー
ル
蹴
る
少
年
一
人
秋
の
暮 

生
駒
ち
づ
代

そ
ぞ
ろ
寒
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
貼
り
薬 

清
原　
　

房

風
の
来
て
戯

た
わ
む

れ
ま
ろ
ぶ
芋
の
露 

根
来　

千
代

辞
書
を
手
に
虫
の
音
か
す
か
一
人
の
夜 

小
倉
き
よ
な
み

金
木
犀
こ
ぼ
れ
て
そ
こ
は
金
の
道 

喜
多
千
保
子

木
犀
に
婆
さ
ん
椅
子
の
向
き
を
変
え 

宮
田
あ
か
り

広
報
た
い
き
11
月
号
の
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正　

僧
次
へ
片
減
り
雪せ

っ
た駄

村
棚た

な

行
ぎ
ょ
う　

　
　
　

卓　

球　

路

誤　

僧
次
へ
片
減
り
雪せ

っ
た駄

村
棚た

な

行
ぎ
ょ
う　

　
　
　

東　

砂
都
市
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こんにちは保健師です
～手洗いで感染症を予防しよう～

　冬はインフルエンザやノロウイルスなど、様々な感染症が流行しやすい季節です。
　感染症を予防するには「手洗い」が基本です。ただし、サッと水をかけるだけの手洗いでは効
果がありません。効果的な手洗いの方法を行い、感染症を予防しましょう。

＜手を洗う前に＞
・普段から爪は短く切っておきましょう。
・指輪、腕時計などは外しましょう。
 
＜効果的な手洗いの方法＞
まず手を流水で軽く洗い、手のひらで石けんを十分泡立てます。
その後以下の①～⑥をとおして、30秒程度を目安に行いましょう。

　⑥までを行ったら、流水で石けんの泡を十分に洗い流します。最後に清潔なタオルやペーパー
タオルで拭きます。

洗い残しが多い場所（爪の中、指の間、手のしわ、親指の周り、手首）を意識して洗いましょう。
食事の前、調理の前、外出から帰った時、トイレの後などは特に念入りに洗いましょう。

　感染症の予防には、「マスクをつけること」「栄養バランスや生活リズムを整えること」「予防
接種をうけること」なども効果的です。これからの季節に備え、しっかりと感染症予防をしま
しょう。

問い合わせ　健康福祉課　保健師　℡86-2216

⑥手首をねじるように洗う⑤親指の周りはねじるように洗う④指の間を洗う

③指先と爪の間をこする②手の甲をこする①手のひらをこする

8 広報たいき12月号（№166）



ヘルシー食生活通信

アルコールの上手なつきあい方
　楽しく適度な飲酒は気分転換やストレス発散、リラックス効果があ
ると言われています。
　しかし、アルコールの摂りすぎは肝臓に負担をかけ、食欲増進作用
により食べ過ぎてしまうため、肥満や生活習慣病の原因にもなります。
　また、アルコールには誘眠作用もありますが、浅い眠りになり睡眠
の質が下がってしまうため、寝酒は睡眠障害になる恐れがあるので、
避けましょう。
　アルコールと上手に付き合うには、適量を守り、健康的なおつまみをとり、休肝日を作るこ
とが大切です。
　厚生労働省では、適量として一日平均の飲酒量（純アルコール量）の目安を20gとしてい
ます。

適量の目安
（純アルコール20ｇ相当） アルコール度数 エネルギー

ビール 500ｍｌ（中ビン1本） 4～5％ 200kcal

日本酒 180ｍｌ（1合） 12～13％ 200kcal

ウイスキー 60ｍｌ（ダブル1杯） 40% 142kcal

焼酎（25度） 90ｍｌ（0.5合） 25% 131kcal

適量の目安とアルコール度数及びエネルギー量

☆マグロとアボカドのわさびマヨあえ☆

【材料と分量　2人分】
まぐろ 100ｇ
しょうゆ 小さじ２/ ３
アボカド １/ ２個
青じそ ２枚

〈わさびマヨ〉
マヨネーズ 大さじ１・１/ ２
しょうゆ 小さじ２/ ３
練わさび 小さじ１/ ２

ヘルスメイト

【作り方】
①まぐろは角切りにして、しょうゆをまぶす。
②アボカドは種を除き、皮をむいて角切りにする。
③わさびマヨを合わせておく。
④ボウルに①と②を入れ、③であえる。
　器に青じそを敷き、その上に盛り付ける。

わさびマヨ味がポイント!!

【1人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 脂　質 塩　分
184kcal 12.1g 13.7g 0.9g
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キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ 1月の くらしのカレンダー
キ

リ

ト

リ

●成人健康相談　（時間は受付時間です）
　持ち物　健康手帳
▼大宮
23日（水）
午前 9 時30分～午前10時15分 上西出集会所
午前10時45分～午前11時30分 登利集会所
午後 1 時30分～午後 2 時 勝瀬集会所
午後 2 時30分～午後 3 時 小広瀬集会所
午後 3 時30分～午後 4 時 毘沙野集会所

▼紀勢
9日（水）
午前 9 時30分～午前10時 柏野生活改善センター
午前10時20分～午前10時50分 中里・栃ヶ久保集会所
午前11時10分～午前11時40分 コンベンションホール
午後 1 時30分～午後 2 時 三ヶ野生活改善センター
午後 2 時20分～午後 2 時50分 柏崎公民館（旧駅前会館）
18日（金）
午前10時～午前10時30分 高岡会館
午前11時～午前11時30分 紀勢老人福祉センター
午後 1 時30分～午後 2 時30分 福羅会館

▼大内山地区の健康相談は偶数月に行います。

●妊婦・産婦・育児相談
母子健康手帳をご持参ください。
10日（木）　午前10時～午前11時30分 

　　　　　　子育て支援センター　きらり

輝け大紀のアスリート︕

問い合わせ　教育委員会　生涯学習課　℡72-4040

大紀町在住・出身の人たちが色々な大会で、輝かしい活躍をしています。
皆さん、これからも応援よろしくお願いいたします。
　▼水泳
　　〇三重県短水路選手権（11月3日・4日）
　　・阪本航也（大紀SC所属・三重高校2年） 男子200ｍ　バタフライ　　6位
 男子400ｍ　個人メドレー　5位
　　・藤原彩花（大紀SC所属・大紀中2年） 女子200ｍ　バタフライ　　5位
　▼バスケットボール
　　〇第20回三重県バスケットボール大会（11月10日・11日）　3位
　　・左近　乃彩（松阪ジュニア所属・大宮中３年）
　　・辻原　実夏（松阪ジュニア所属・大宮中３年）
　　・林　　舞音（松阪ジュニア所属・大宮中３年）
　　※東海ジュニアバスケットボール大会出場権獲得
　　※辻原実夏さんは優秀選手賞受賞

日時等に変更がある場合は行政チャンネルで
連絡いたします

税務署から相談窓口のお知らせ
○パソコンやスマートフォンから
　「タックスアンサー」と 検索 
○電話による相談は
　 　伊勢税務署（℡0596－28－3191）へお

電話をお掛けください。自動音声に従っ
て「１」を選択すると「電話相談センター」
につながります。

10 広報たいき12月号（№166）
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イベント名 と　き ところ

大紀町成人式 平成31年1月2日（水）　午前10時～ 大紀町
コンベンションホール

野原大神楽「寄せ舞」 平成31年1月2日（水）　午後1時30分～ 野原生活改善センター

大紀町消防団出初式 平成31年1月6日（日）　午前9時30分～ 大紀町
コンベンションホール

1月の納税など1月の納税など

　国民健康保険税
　介護保険料
　後期高齢者医療保険料
　水道料金

12月の納税など 町のすがた　11月末現在

人口 8,638人

男 4,083人

女 4,555人

世帯数 4,083戸

～ 人生100年時代老後リスクに備える ～

国民年金基金

　国民年金基金は、国民年金ではありません。
　国民年金に上乗せする公的な個人年金です。
　対象者は、自営業の方やフリーランスで働いている方で、20歳以
上65歳未満の国民年金の保険料を支払っている方です。

メリット

①掛金は全額所得控除となります。
②掛金は自分で自由に選択できます。
③終身年金が基本で、掛金額は選択した給付型と加入口数によって決まります。
④不幸にして本人が死亡した場合は、保証期間内であれば遺族一時金が支払われます。
これ以外にもメリットがあります。詳しくは三重県国民年金基金にお問い合わせください。

問い合わせ　三重県国民年金基金　フリーダイヤル：0120-29-1284
　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ：www.miekikin.or.jp

平成30年度　高等学校等通学費・下宿費補助のお知らせ
　町では、「子育て支援」の一環として、保護者の教育に係る経済的負担の軽減を図るため、高
等学校等の通学費・下宿費の一部を補助しております。
　補助申請は、下記期間中にお願いします。詳細については、広報たいき1月号でお知らせします。

補助申請期間　平成31年2月1日（金）～3月8日（金）

問い合わせ　大紀町教育委員会　学校教育課　℡72-4040
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